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ーの 2 つの手法を用いるとした。 







 第 3 章では，日韓の教師たちの教育観の形成過程を個人史に沿って記述した。教師の語り
を聞くライフストーリー・インタビューの手法を使い，在日コリアン韓国語教師 1 名，韓国



























< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
本論文は、外国語＝英語という社会通念に対して、個人の中に複数の言語と文化が共存す
ることによって人間形成と相互理解が促されるという欧州発の「複言語・複文化主義」の理
念を対置し、その理念の実現に不可欠なものとして言語教育に着目し、その担い手たる言語
教師を研究対象に据えて、東アジアにおける「隣国の言語」教育の現状と可能性について論
じている。 
 言語教育や異文化教育に関してはこれまで膨大な量の研究蓄積があるが、その中にあって
本論文が備えている卓越性や独創性は以下の諸点である。 
 まず第一に、本論文では自らが複言語・複文化的経験を持つ言語教師に焦点を当て、何人
もの教師に聞き取りを行ってライフストーリーを集め、彼ら・彼女らのアイデンティティや
教育観の形成プロセスにまで踏み込んだ調査研究を行っている。そうしたプロセスを踏まえ
たうえでフィールドワークを通して言語教師としての教育実践の諸特徴を浮き彫りにして
おり、教育人類学的なアプローチによる卓越した言語教育研究であると高く評価できる。 
 第二に、国内の外国語教育にとどまることなく、「隣国の言語」教育という括り方をする
ことによって比較の視点を確保した点が挙げられる。日本における韓国語教育、韓国におけ
る日本語教育を同時並行的に調査した研究はこれまで無く、非常にオリジナリティの高い比
較研究であると言える。また、その成果として、かなり異なる社会教育環境下にありながら、
日韓の言語教師の経験や教育観が互いに通底しあうことを明らかにした点も新規性に富む
と言えよう。 
 第三の点は、在日コリアンの言語教師（日本語教師も韓国語教師もいる）を調査対象に含
めている点である。在日コリアンに関する従来の研究に一石を投じるような、新たな切り口
を提示し得る本論文は、教育学を越えて隣接諸学に貢献する可能性も多分に有している。 
 しかし、課題も残されている。言語教師はけっして教育だけを行う存在ではなく、一人の
生活者でもある。調査では的を絞る必要もあるが、それだけでは見えてこないものもある。
言語体験や教育実践の外側まで調査を広げた時に浮かび上がる彼ら・彼女らの生活世界がど
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のようなものか、今後なされるであろう継続調査に期待したい。また、昨今は言語教育によ
らない「隣国の言語」習得の多元化も起きてきている。アニメやドラマの視聴、ポップスの
歌詞といったいっそう身近で、それでいて効果的な言語習得は、複言語・複文化状況に至る
近道かもしれない。言語教師という研究対象のおよそ対極にあるような、こうした研究対象
への目配せも今後はますます必要になってこよう。 
 こうした今後の課題は残るものの、それは本論文自体の価値を減ずるものではない。すで
に述べたように本論文はいくつもの点において従来の研究にない独創性や卓越性を備えて
いる。また、日韓にまたがる非常に精力的な調査活動を行い、その成果を優れて実証的な事
例研究としてまとめており、全体を通して説得力のあるきわめて秀逸な論文であると評価し
得る。 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
